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署名：オサマ・ビンラーディン 

アイマン・ザワヒリ（ジハード団） 

アブー・ユーセフ・リファーイー・アハマド・ターハー（イスラム集団） 

ミール・ハムザ（ウラマー協会、パキスタン） 

ファズルール・ラフマーン（ジハード運動、バングラデシュ） 

 

 

啓示を下し、雲を支配し、党派主義を打ち負かし、コーランにて「しかし、禁じられた月々が

過ぎたとき、異教徒と戦い、殺せ。彼らを見つけ、彼らを捕らえ、彼らを包囲し、計略により彼

らを待ち伏せするどこででも。」と言う神に讃えあれ。そして、「神以外の何者をも信仰しないこと

を確かなものとするために、私は剣をとった。神は、槍の影で私に生計を与え、私の命令に従

わない者には、屈辱と軽蔑を与えた。」と言った預言者ムハンマドに平安あれ。アラビア半島は、

神が地をならし、砂漠を創り、海で囲んで以来、十字軍のようないかなる軍隊にも襲われること

はなかった。今そこには、富を食い荒らし、畑を破壊するイナゴの大群のような十字軍が広がっ

ている。それらすべては、皿の上の食べ物を求めて争う人々のように、国々がイスラム教徒を攻

撃したときから始まった。この深刻にして支援のない状況に照らしてみれば、我々やあなた方が

現在の出来事について議論することは義務であり、我々は皆、どのように問題を解決するか合

意すべきである。 

今日、既に周知のものとなっている3つの事実について、論じる者は誰もいない。確認のため

に、それらをここに列記する。 

その第一は、7年間にわたり、アメリカはイスラムの地で最も聖なるアラビア半島を占領し、富

を略奪し、その統治者達に命令し、人々を辱め、周囲の人々を恐れさせ、半島における彼らの

基地を隣接するイスラム教徒と戦うよう拡大させた。 

もし、一部の人々が公に占領の事実について論じたなら、半島のすべての人々がそれを認め

るだろう。 

その最も良い証明は、アメリカが半島を空軍の中間着陸地として用い、イラクの人々を攻撃し
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つづけていることである。たとえ、半島の統治者達すべてがその領土が利用されることに反対し

ていても、彼らは無力である。第二には、十字軍とシオニストの同盟によるイラクの荒廃や100

万人を超える大量の殺害などのあらゆることにかかわらず、アメリカ人は残虐な戦争や分裂と荒

廃のあとに課された長期にわたる封鎖では満足せず、恐ろしい虐殺を繰り返そうとしている。 

それゆえ、今、彼らは残った人々を全滅させ、周辺のイスラム教徒を辱めようとしている。 

第三に、もし、これらの戦争の背後にあるアメリカ人の目的が宗教的なものと経済的なもので

あるならば、その目的は取るに足らないユダヤ教徒の国のために奉仕し、エルサレムの占領や

そこでのイスラム教徒の殺害から、注意をそらせるということでもある。 

このことの最も良い証明は、地域大国であるイラクを破壊することへの彼らの熱心さであり、イ

ラク、サウジアラビア、エジプト、スーダンといった地域のすべての国々を実体のない小国に分

裂させるための努力であり、そしてそれら諸国の不和や弱さを通して、イスラエルの存続と野蛮

な十字軍による半島の占領を保証することである。 

アメリカ人が関与するこれらすべての犯罪や罪は、明らかな神と預言者とイスラム教徒への宣

戦布告である。そして、ウラマーは敵がイスラムの国々を破壊した場合、ジハードは個人的義務

であると、イスラムの歴史を通じて一致して合意している。これは、イマームBin Qadamahの著

作Al-Mughniやイマームal-Kisa‘iの著作Al-Bada’、al-Qurtubiの解釈、the shaykh of al-

Islamの著作などに表れている。そこでは、次のように書かれている。「軍事的戦闘の場合、神

聖さと宗教を守ることがその目的とされ、それは合意された義務である。信仰を除いて、宗教や

生活を攻撃する敵を撃退すること以上に神聖なものはない。」 

 

以上をもとに、そして神の命令への従順において、 

我々はすべてのイスラム教徒に以下のファトワーを発する。 

 

アメリカ人とその同盟者――市民でも、兵士でも――を殺害することは、それが可能であるあ

らゆる国において、すべてのイスラム教徒の個人的義務であり、その目的はエルサレムのアク

サー・モスクやメッカの聖モスクをアメリカ人の手から解放し、その軍隊を打ち負かし、いかなるイ

スラム教徒も脅すことができないようにさせ、イスラムのすべての地から追放することにある。これ

は、全能なる神の言葉と一致する。「異教徒が汝らすべてと戦うように、異教徒すべてと戦え。」、

「争乱や圧制がなくなり、正義と神への信仰が勝つまで、彼らと戦え。」 

また、次のような言葉もある。「なぜ、神のために、そして弱く虐げられ圧制を受けている

人々のための戦わないのか。女性や子供は、『神よ、この圧制者の町から救いたまえ、我々を
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救う者を立ち上がらせたまえ』と叫んでいる。」 

神のご加護とともに、我々は神を信じ神の命令に従って報われることを望むすべてのイスラム

教徒に、アメリカ人とどこでもいつでも見つけ次第、財貨を略奪する者を殺害することを求める。

我々はまた、イスラム教徒のウラマーや指導者、若者、兵士達に、悪魔の米軍とその悪魔と同

盟する支援者達に対する攻撃を始め、彼らの背後にいる者達を取り除くことを求める。それは、

彼らの教訓となるであろう。 

全能の神は言う。「信ずる者よ、神が与えた命を神が求めるとき、神とその使途に応えよ。そ

して、神が人間とその心の間に来たり、汝と一体となることを知れ。」 

全能の神は言う。「信ずる者よ、汝が抱える問題、汝が神のために進めと求められる時、汝

は大地にひれ伏す。汝は、来世よりも現世の命を選ぶのか。来世に比せば、現世での慰めな

ど、ごくわずかであるのに。汝が進まなければ、神は苦痛の罰によって汝を消滅させ、他の者

を汝の処に置く。しかし、汝は神を害することなど、まったくできない。神は、すべてのことに力

をお持ちであるから。」 

全能の神は言う。「それゆえ、心を失うことも、絶望に陥ることもない。汝が真の信仰を持つな

らば、汝が勝利を得るに違いないのだから。」 

 

以上 
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“Wrath of God; Interview, Osama bin Laden lashes out against the West”, Time, 

January 11, 1999, p.14.（米ABCテレビが1998年12月24日に放映した、Rahimullah 

Yusufzaiによるオサマ・ビンラーディンへのインタビューと同じもの） 

 

 

問い：アメリカは、あなたが化学兵器や核兵器を入手しようとしていると言っている。あなたは、

それらの兵器をどのように使うのか？ 

 

オサマ：イスラム教徒を守るための武器の入手は、宗教的な義務である。もし、私がこれらの兵

器を本当に入手していたら、私は入手できるようにしてくれたことについて神に感謝する。もし、

私がこれらの兵器を入手しようと努めているならば、私は義務を果たしていることになる。異教徒

がイスラム教徒に危害を加えるのを阻止するであろう兵器を取得しようと努力しないことは、イスラ

ム教徒にとり罪である。 

以上 


